
 
 平成 25年度  施設名（愛称名） 下田市立稲梓幼稚園  番号 93 

平成 25 年度 

  

 

 

 

 

施設評価調書 
 

 

 

 

 

 

 

 

施設の名称……稲梓幼稚園 
 

 

所管担当課……教育委員会学校教育課 

 

 

 

平成 25 年 7 月 



 
 

 

平成 25年度  施設名（愛称名） 下田市立稲梓幼稚園  番号 93 

1 

設置目的設置目的設置目的設置目的のののの達成度達成度達成度達成度    

１ 計画(Plan)と実績(Do) 

設 置 目 的 
幼稚園教育の基本に基づいて展開される幼稚園生活を通して、生きる力の基礎を育成す

るよう、家庭との連携を図りながら、生涯にわたる人間形成の基礎を培う。 

運 営 事 業 名 Ｈ23年値 Ｈ24年目標値 Ｈ24年実績値 対前年比 目標達成率 評価 

幼稚園管理運営事業 23人 22人 23人 100％ 104.5％ Ａ 

幼稚園施設整備事業、幼

保一元化事業 
4施設 4施設 4施設 100％ 100％ Ａ 

設置目的に対する総合評価     

目 的 達 成 度 の 

評 価 基 準 

目標値→◎目標値＝地域別学区対象年齢児数×1/2  

地域別学区対象年齢時（3～5歳児）の半数（50％）を保育園児とみなし、残り半数は在

宅数＝幼稚園児数の指標とし目標値とした。（H24年度の人口数を使用） 

 

どの事業も 5段階評価の基準をＡ90％以上、Ｂ70％以上、Ｃ50％以上、Ｄ30％以上、Ｅ

10％以上とする。 

 

２ 現状分析(Check) 

運 営 事 業 の 

意 義 と 現 状 

幼児期における教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもので、幼稚園は、義務教育及

びその後の教育の基礎を培う場である。働く親が増えている中、保育所利用を希望する家庭が多い

ため、幼稚園希望者が少なくなっている状況と各施設の老朽化、耐震面から考えると幼稚園、保育

所の再編整備は必要と考えられるため、平成 25年度末を目標に整備を進めている。 

上 記 の 原 因 

少子化が進行する中で、施設の老朽化、耐震の状況等から幼保再編整備計画において、H25年度ま

での廃止を計画している。 

 

 

３ 次年度以降への改善点(Action) 

具 体 的 な 

改 善 方 策 

少子化が進行する中で、施設の老朽化、耐震の状況等から考慮すると、改廃の方向を前提に検討を

進める。 

運 営 事 業 名 Ｈ25年度目標値 備    考 

幼稚園管理運営事業 22人  

幼稚園施設整備事業、幼保一

元化事業 
4施設  

   

Ｈ25年度運営

事業と目標値 

   

 

※参考 前年度までの運営事業の実績値と評価 

運 営 事 業 名 H  年度 Ｈ  年度 H  年度 Ｈ  年度 

総合評価                 
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効効効効    率率率率    性性性性    

１ 計画(Plan)と実績(Do) 

効率性指標 Ｈ23年度値 Ｈ24年目標値 Ｈ24年実績値 対前年比 目標達成率 

Ａ 施設総利用

者数等 
23 22 23 100％ 104.5％ 

Ｂ  年間経費

(除く収入) 
24,070,895 21,176,762 23,325,405 96.9％ 110.1％ 

①利用単位

当たり経費 

Ｂ／Ａ 1,046,561 962,580 1,014,148 96.9％ 105.4％ 

②光熱水費 289,877 481,500 580,421 200.2％ 120.5％ 

③消耗品費 201,919 190,000 189,743 94.0％ 99.9％ 

効率性指標の考え方等 

A→年度末時点での園児数 

目標値→◎目標値＝地域別学区対象年齢児数×1/2  

地域別学区対象年齢時（3～5 歳児）の半数（50％）を保育園児とみなし、残り半数

は在宅数＝幼稚園児数の指標とし目標値とした。（H24年度の人口数を使用） 

 
２ 現状分析(Check) 

効 率 性 の 

現 状 

地域の子どもは地域でという考えの中で、少人数でゆったりとした教育環境が確保されているが、

費用対効果や効率性から考えると厳しい経営状況と言える。 

 
３ 次年度以降への改善点(Action) 

具 体 的 な 

改 善 方 策 

少子化が進行する中で、施設の老朽化、耐震の状況等から幼保再編整備計画において、H25 年度

までの廃止を計画している。 

①利用単位当たり経費 Ｂ／Ａ 1,031,967  

②光熱水費 462,000  
H25年度効率性

の 目 標 値 
③消耗品費 155,000  

 

※参考 前年度までの効率性指標 

効率性指標 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 

目標値     

Ａ実績値     

Ｂ実績値     

Ｂ/Ａ     

対前年比     

①利用単位当たり 

経費 

目標達成率     

目標値     

実績値     

対前年比     
②光熱水費 

目標達成率     

目標値     

実績値     

対前年比     
③消耗品費 

目標達成率     
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４ その他の指標 

区  分 説    明 単位 H22 年度 H23 年度 H24 年度 

①有料部分の

年間経費 

使用料等を徴収する部

分の年間経費 
円 20,556,323 24,010,295 23,325,405 

②受益者負担

額 

施設の本来の目的によ

る使用料等の年間総額 
円 1,518,900 1,518,900 805,200 

③受益者負担

比率 
②÷① ％ 7.4 6.3 3.5 

④補正受益者

負担額 

減免者より世紀の料金

を徴収したと仮定した

場合の受益者負担額 

円 1,518,900 1,518,900 805,200 

受益者負担 

の適正性 

⑤補正受益者

負担比率 
④÷① ％ 7.4 6.3 3.5 

 

 

年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度(予算) 

人口（4月 1日：人） 25,224 24,881 24,515 24,230 

運営経費（収入除く） 755 817 968 980 

運営に掛か

る税負担 

(市民負担) 
人口 1 人あ

たり（円/人） 年間総経費 755 817 968 980 
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利用者満足度調査利用者満足度調査利用者満足度調査利用者満足度調査    

 

実施の有無 ■ 有  □ 無 調査の方法 アンケート Ｈ24年度調査数 
前期 23件 

後期 23件 

 

○貸館利用者向け 

 １ 調査結果 

Ｈ22年度回答数 Ｈ23年度回答数 Ｈ24年度回答数 
設問 回答種類 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

園は教育目標、重点

目標の達成に向けて

努力していますか 

A（している）B（や

やしている）C（あ

まりしていない）D

（していない） 

Ａ 16 

Ｂ  4 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 20 

Ｂ  2 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 20 

Ｂ  5 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 23 

Ｂ  3 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 20 

Ｂ  3 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 22 

Ｂ  1 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

お子さまは、登園を

楽しみにし、楽しい

園生活を送っていま

すか 

A（している）B（や

やしている）C（あ

まりしていない）D

（していない） 

Ａ 20 

Ｂ  0 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 19 

Ｂ  3 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 21 

Ｂ  4 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 25 

Ｂ  1 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 23 

Ｂ  0 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 22 

Ｂ  1 

Ｃ  0 

Ｄ  0 
園は遊びを充実させ

たり環境を整えたり

するための指導の工

夫改善を行っていま

すか 

A（している）B（や

やしている）C（あ

まりしていない）D

（していない） 

Ａ 18 

Ｂ  2 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 19 

Ｂ  2 

Ｃ  1 

Ｄ  0 

Ａ 22 

Ｂ  3 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 22 

Ｂ  4 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 23 

Ｂ  0 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 21 

Ｂ  2 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

園は家庭への連絡、

たよりの発信等を通

して、家庭との連携

を円滑に図っていま

すか 

A（している）B（や

やしている）C（あ

まりしていない）D

（していない） 

Ａ 19 

Ｂ  1 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 22 

Ｂ  0 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 21 

Ｂ  4 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 24 

Ｂ  2 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 19 

Ｂ  4 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

Ａ 21 

Ｂ  2 

Ｃ  0 

Ｄ  0 

※今年度寄せられたクレーム等 

 ・園環境の中で小動物の飼育について、うさぎとのふれあいを経験させたい。 

 （H24.8月 老衰して飼育していたうさぎが亡くなった為） 

 

 ２ 調査結果から読み取れること 

 ・日々の保育の中で子どもが自主的に生き生きと遊んでいる姿を通して、子どもの成長を保護者も感じとって

いることが読み取れる。 

 

３ 次年度以降への改善点 

・様々な角度から保育を振り返り、記録の読み取りを深めながら子どもの育ちにつながるように指導や環境の

構成に努めていく。 

・家庭との連携では、園での様子や遊びの紹介、子育てに関する知識・情報をこまめにして発信していくこと

を継続していきたい。  

施設修繕計画及施設修繕計画及施設修繕計画及施設修繕計画及びびびび備品購入計画備品購入計画備品購入計画備品購入計画    

 

破損 

年度 
全ての破損した箇所・備品名 経費見積 

修繕・買換等 

予定年度 
備考（修繕済年度等） 

     

     

     

     

     

     

※今後想定される維持管理事項 

 廃止施設として検討しているため、破損修繕などは施設を維持するための最小限の対応としていきたい。 
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管理運営上管理運営上管理運営上管理運営上のそののそののそののその他評価項目他評価項目他評価項目他評価項目    

 

当該施設の必要性 

 

廃止、休止等の可能性 

 

施設の設置目的変更の可能性 

少子化が進行する中で、施設の老朽化、耐震の状況等から幼保再編整備計画に

おいて、H25年度までの廃止を計画している。 

また施設の安全面から設置目的の変更も困難である。 

民間による管理運営の可能性 

 

今後の管理運営主体の見込み 

 

行政関与の妥当性 

施設の設置目的、民間事業者の未参入という下田市の現状を考えると困難であ

ろうが、適正な運営能力を持つ民間事業者による運営は可能である。 

運営母体となる民間事業者がない本市の状況下では、行政が主体となって運営

にあたらなければならない。 

施設の管理運営と経費の妥当性 最小限の経費で維持管理を行うための効率化に努めている。 

施設の性質や実費経費からみた

受益者負担の妥当性 

授業料については、3年毎に見直しを実施、平成 18年度に 5,000円から 6,100

円に改定を実施した。平成 20年度見直しを検討し平成 21年度実施時期であっ

たが、国の推移や経済状況等を見極めつつ、改定は実施しなかった。 

その他の管理運営上の課題 
下田市の幼保再編整備計画において、H25年度末での廃止を前提に検討してい

るため、残りの運営月数を見据えた管理運営を行っていく必要がある。 

【参考】 

市内や賀茂郡内の類似施設の管

理運営状況等 

 

 

 

平成平成平成平成    年度年度年度年度    実施実施実施実施運営運営運営運営事業内容事業内容事業内容事業内容    

運営事業名 事業内容 次年度に向けての改善事項 
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施 設施 設施 設施 設 のののの 概概概概 要要要要    
    
１ 施設名 

（愛称名） 
下田市立稲梓幼稚園 

２ 担当課 

担当係 

学校教育課 

こども育成係 

３ 所在地 下田市椎原 287番地の 8 ４ 設置年月 昭和 28年 月 日 

Ⅰ   

基 本 目 標 未来の人づくり、幼児教育 
５ 総合計画の 

位置付け 基本目標を実現 

するための施策 

項目 

幼稚園・保育所の一元化、幼児

教育の充実 

内容 

組織の構築、新園の整備、教

育活動の弾力化、幼稚園整備 

６ 設置目的 
幼稚園教育要領に基づき展開される幼稚園生活を通して、生きる力の基礎を育成し、家庭との連携

を図りながら、生涯にわたる人間形成の基礎を養う。 

７ 設置根拠 下田市立小・中学校及び幼稚園設置条例 

敷地面積 2,000㎡     建築年月 昭和 49年 11月 

建築面積（鉄骨平屋） 483㎡ 

施設の概要 
園舎（教室、遊戯室、職員室） 

運動場 

実 施 事 業 

の  概  要 

幼稚園における幼児教育（25.4.1） 

3歳児 6人  4歳児 7人  5歳児 9人 合計 22人 

料 

金 

区 

分 

授業料 月額 6,100円（8月分を除く）〈H18料金改定〉 

給食費 月額 4,100円（給食費会計）  〈H21料金改定〉 

 

種別 単位 昼 夜 昼夜 備考 

      

      

   

主  

な  

料  

金 

   

減
免
内
容 

（授業料の減免） 

第 5条 市長は，園児が登園しないことが月の初めから末日までに及ぶとき

は，当月分の授業料を免除することができる。 

2 市長は，幼児教育の振興を図るため，園児の保護者に対し，規則で定め

る場合に該当するときは，授業料を減免することができる。 

料 金 体 系 

利用料金制度 □ 有    � 無 

� 直接運営 

□ 指定管理者制度 → 指定管理者  
施 設 運 営 

方     法 
□ 一部委託    → 委託内容  

８ 施設の概要 

直接従事職員 
（25.4.1現在） 

正職員 3名  臨時職員 1名  合計 4名 

下田市所有 下田幼稚園、吉佐美幼稚園、白浜幼稚園 
９ 市 内 の 

類似施設 
民間所有  
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取得費及び財源内訳 平成 24年度末残高 

土地取得費  土地残高  

建物取得費 34,685,000円 建物減価償却後残高 1円 

財源内訳  

国・県支出金  

年間償却額算定式 

34,685,000円÷34年＝1,020,147円 

市債  市債残高 0円 

一般財源    

 

寄附金等    

 

10 取得費等 

の情報 

（単位：円） 

物品(＊万円以上)  物品減価償却後残高  

（備考） 

減価償却の方法 

・ 定額法 

・ 残存価 1円 

・ 新設翌年度か

ら償却 

・ 耐用年数 

34年 

（償却満了 

S49.11～H20.10） 

区    分 H22年度決算 H23年度決算 H24年度決算 H25年度予算 

収入 幼稚園使用料 1,518,900 1,811,700 805,200 1,543,300 

収 入 合 計 1,518,900 1,811,700 805,200 1,543,300 

1節 報酬 116,517 128,000 129,450 130,500 

2節 給料 11,034,577 11,716,636 11,911,179 12,775,500 

3節 職員手当等 4,345,275 4,621,091 4,677,280 4,993,250 

4節 共済費 2,762,508 3,053,727 3,494,801 3,501,000 

7節 賃金 3,355 123,790 1,219,350 1,548,500 

9節 旅費 42,458 47,250 32,218 42,000 

11節 需用費 681,608 936,500 880,308 811,800 

12節 役務費 114,780 113,300 182,755 106,381 

13節 委託料 359,308 368,500 359,739 366,453 

14節 使用料及び賃借料 980,800 986,000 1,625,840 972,217 

18節 備品購入費 73,840 0 0 0 

19節 負担金補助及び交付金 41,297 44,250 31,835 36,129 

支

   

出 

支出合計 20,556,323 22,139,044 24,544,755 25,283,730 

 

減価償却費 0 0 0 0 

市債利子     

職員人件費     

下田市負担年間総経費 19,037,423 20,327,344 23,739,555 23,740,430 

 

 

備考 
 

年 度 H22.5.1 H23.5.1 H24.5.1 H25.5.1 

 ｸﾗｽ数 幼児数 ｸﾗｽ数 幼児数 ｸﾗｽ数 幼児数 ｸﾗｽ数 幼児数 

3歳児 1 5 1 8 1 9 1 6 

4歳児 － 13 － 5 － 9 － 7 

5歳児 1 4 1 14 1 5 1 9 

合 計 2 22 2 27 2 23 2 22 

865,337円/人 752,865円/人 1,032,155円/人 1,079,110円/人 

利用 

状況 

参考：利用

単位当たり

市負担額 算出方法：11欄の「下田市負担年間総経費」÷利用者数 

休園日 土曜日・日曜日、祝日、夏季・冬季・春季休暇 

12 施設利用状

況等の推移 

教 育 

時 間 
4時間 

  

（参考資料） 


